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令 和 ４ 年 第 ２ 回 小 城 市 議 会 定 例 会 提 案 理 由  

（ 令 和 ４ 年 ６ 月 ６ 日 開 会 ）  

 

お は よ う ご ざ い ま す 。本 日 こ こ に 、令 和 ４ 年 第 ２ 回 小

城 市 議 会 定 例 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、議 員 の 皆 様

に は 、 御 参 集 を 賜 り 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

 そ れ で は 、こ れ よ り 本 議 会 に 提 案 い た し て お り ま す 議

案 の 提 案 理 由 を 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 2 2 号 か ら 議 案 第 2 5 号 ま で の 専 決 処 分

の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て で ご ざ い ま す 。  

 

議 案 第 2 2 号  小 城 市 税 条 例 及 び 小 城 市 手 数 料 徴 収 条

例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、地 方 税 法 等 の

一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 っ

た も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、商 業 地 等 に 係 る 固 定

資 産 税 の 負 担 調 整 措 置 の 上 昇 幅 に つ い て 、令 和 ４ 年 度 に

限 り 、 現 行 の ５ ％ を 2 . 5％ に す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 2 3 号  小 城 市 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、地 方 税 法 施 行 令 の 一

部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 っ た

も の で ご ざ い ま す 。  
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改 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、国 民 健 康 保 険 税 の 課

税 限 度 額 の 見 直 し を 行 っ た も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 2 4 号  令 和 ３ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正

予 算 （ 第 1 6 号 ） で ご ざ い ま す が 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算

に 、歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ １ 億 3 , 8 3 4 万 ５ 千 円 を 追 加 し 、補

正 後 の 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 6 7 億 3 , 0 3 1 万

９ 千 円 と し た も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、歳 入 に つ き ま し て は 、

地 方 譲 与 税 、地 方 交 付 税 及 び 各 種 交 付 金 等 の 額 の 確 定 に

よ り 増 減 し た も の で ご ざ い ま す 。  

ま た 、歳 出 に つ き ま し て は 、地 方 交 付 税 の 増 額 等 に よ

り 財 政 調 整 基 金 を 積 み 立 て た も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 2 5 号  令 和 ４ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正

予 算（ 第 １ 号 ）で ご ざ い ま す が 、既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 に 、

歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 6 , 1 2 5 万 ２ 千 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の

予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 1 7 億 4 , 8 7 5 万 ２ 千 円

と し た も の で ご ざ い ま す 。  

今 回 の 補 正 は 、国 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 予

備 費 を 活 用 し た 、低 所 得 の 子 育 て 世 帯 に 対 す る「 子 育 て

世 帯 生 活 支 援 特 別 給 付 金 」事 業 な ど を 計 上 す る も の で ご

ざ い ま す 。  

補 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、歳 出 に つ き ま し て は 、新

型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 長 期 化 に 加 え 、原 油 価 格・物
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価 高 騰 等 に 直 面 し て い る 低 所 得 の 世 帯 に 対 し 、「 住 民 税

非 課 税 世 帯 等 に 対 す る 臨 時 特 別 給 付 金 」、「 子 育 て 世 帯 生

活 支 援 特 別 給 付 金 （ そ の 他 の 子 育 て 世 帯 分 ）」、「 子 育 て

世 帯 生 活 支 援 特 別 給 付 金（ ひ と り 親 世 帯 分 ）」を 支 給 し 、

速 や か に 生 活 を 支 援 す る も の で ご ざ い ま す 。  

ま た 、歳 入 に つ き ま し て は 、国 庫 支 出 金 な ど を 計 上 す

る も の で ご ざ い ま す 。  

 

以 上 の ４ 議 案 に つ き ま し て は 、議 会 を 招 集 す る 時 間 的

余 裕 が な か っ た た め 、 や む を 得 ず 地 方 自 治 法 第 1 7 9 条

第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 議 案 第 2 2 号 か ら 議 案 第 2 4 号 ま

で は ３ 月 3 1 日 付 け で 、議 案 第 2 5 号 は ５ 月 1 8 日 付 け で 、

そ れ ぞ れ 専 決 処 分 を い た し ま し た の で 、同 条 第 ３ 項 の 規

定 に よ り こ れ を 報 告 し 、議 会 の 承 認 を 求 め る も の で ご ざ

い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 2 6 号  小 城 市 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例 で ご ざ い ま す が 、地 方 税 法 等 の 一 部 が 改 正 さ れ る

こ と に 伴 い 、所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。 

改 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、個 人 住 民 税 に 係 る 申

告 書 及 び 合 計 所 得 金 額 の 規 定 の 整 備 、ま た 、民 法 の 改 正

に 伴 い 、Ｄ Ｖ 被 害 者 等 の 登 記 簿 上 の 住 所 に 代 わ る 事 項 の

記 載 を 追 加 し た 証 明 書 の 閲 覧・交 付 を 行 う も の で ご ざ い

ま す 。  
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次 に 、 議 案 第 2 7 号  小 城 市 牛 津 川 遊 水 地 事 業 に 係 る

農 用 地 保 全 条 例 で ご ざ い ま す が 、牛 津 川 遊 水 地 計 画 で 移

転 対 象 と な る 農 村 集 落 に お い て 、優 良 な 農 地 の 保 全 及 び

効 率 的 な 利 用 を 確 保 し 、集 団 移 転 地 の 整 備 を 実 施 す る た

め 、 条 例 を 制 定 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 2 8 号  小 城 市 過 疎 地 域 に お け る 固 定 資

産 税 の 課 税 免 除 に 関 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、過 疎 地 域

に 指 定 さ れ た 芦 刈 町 の 産 業 振 興 を 図 る た め 、条 例 を 制 定

す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 2 9 号  佐 賀 県 市 町 総 合 事 務 組 合 規 約 の

変 更 に つ い て で ご ざ い ま す が 、一 部 事 務 組 合 規 約 の 変 更

は 地 方 自 治 法 第 2 8 6 条 第 １ 項 及 び 第 2 9 0 条 の 規 定 に よ

り 関 係 地 方 公 共 団 体 の 議 会 の 議 決 が 必 要 と な る も の で

ご ざ い ま す 。  

変 更 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、令 和 ４ 年 ４ 月 １ 日 付 け で

「 杵
き

東
とう

地 区 衛 生 処 理 場 組 合 」の 名 称 が「 杵 島
き し ま

地 区 衛 生 処

理 組 合 」 に 変 更 さ れ た こ と に よ る も の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、予 算 関 係 議 案 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  

 

  議 案 第 3 0 号  令 和 ４ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正 予 算

（ 第 ２ 号 ）で ご ざ い ま す が 、歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 、歳
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入 歳 出 そ れ ぞ れ ２ 億 5 , 3 5 1 万 ５ 千 円 を 追 加 し 、 補 正 後

の 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 2 0 億 2 2 6 万 ７ 千 円

と す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ２ 表  地 方 債 補 正 は 、「 水 産 振 興 事 業 費 補 助 事 業 」

を 追 加 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

そ れ で は 、補 正 の 主 な も の に つ い て 、ま ず 歳 出 か ら 御

説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

第 ２ 款  総 務 費 で ご ざ い ま す が 、「 過 疎 対 策 推 進 事 業 」

は 、過 疎 地 域 指 定 を 受 け た 芦 刈 町 に 集 落 支 援 員 を 設 置 す

る た め の 費 用 を 計 上 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 次 に 、「 コ ミ ュ ニ テ ィ 助 成 事 業 」 は 、 一 般 財 団 法 人 自

治 総 合 セ ン タ ー の コ ミ ュ ニ テ ィ 助 成 事 業 を 活 用 し て 、自

治 会 等 の コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 建 設 や 、コ ミ ュ ニ テ ィ 活

動 に 必 要 な 備 品 の 整 備 に 対 す る 補 助 金 を 計 上 す る も の

で ご ざ い ま す 。  

 

第 ４ 款  衛 生 費 で ご ざ い ま す が 、「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス ワ ク チ ン 接 種 事 業 」は 、４ 回 目 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

ワ ク チ ン 接 種 等 の た め の 費 用 を 追 加 す る も の で ご ざ い

ま す 。  

 

第 ６ 款  農 林 水 産 業 費 で ご ざ い ま す が 、「 水 産 振 興 事

業 費 補 助 事 業 」は 、佐 賀 県 有 明 海 漁 業 協 同 組 合 が 実 施 す
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る 海 苔 検 査 ラ イ ン の 設 備 更 新 に 対 し 補 助 金 を 交 付 す る

も の で ご ざ い ま す 。  

 

第 ７ 款  商 工 費 で ご ざ い ま す が 、「 第 ３ 弾 キ ャ ッ シ ュ

レ ス 決 済 推 進 事 業 」は 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策

と し て 、昨 年 の 1 0 月 と 1 2 月 に 実 施 し ま し た 、キ ャ ッ シ

ュ レ ス 決 済 で 市 内 加 盟 店 に お い て 購 入 し た 方 に 対 し ポ

イ ン ト を 還 元 す る 事 業 の 第 ３ 弾 と し て 、 令 和 ４ 年 1 1 月

か ら 1 2 月 に か け て 実 施 す る た め の 費 用 を 計 上 す る も の

で ご ざ い ま す 。  

 

以 上 、歳 出 の 主 な も の に つ い て 申 し 上 げ ま し た が 、歳

入 に つ き ま し て は 、事 務 事 業 に 伴 う 国 庫 支 出 金 、諸 収 入 、

市 債 を 計 上 し 、財 源 調 整 と し て 基 金 繰 入 金 を 計 上 す る も

の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、報 告 関 係 議 案 に つ い て 御 報 告 申 し 上 げ ま

す 。  

 

 ま ず 、報 告 第 ２ 号  令 和 ３ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 継 続 費

繰 越 計 算 書 で ご ざ い ま す が 、「 固 定 資 産 評 価 替 業 務 委 託

事 業 」か ら「 小 城 岩 蔵 工 業 団 地 線 災 害 復 旧 事 業 」ま で の

３ 事 業 に つ い て 、令 和 ４ 年 度 に 繰 り 越 し ま し た の で 、地

方 自 治 法 施 行 令 第 1 4 5 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す る

も の で ご ざ い ま す 。  
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次 に 、報 告 第 ３ 号  令 和 ３ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 繰 越 明

許 費 繰 越 計 算 書 で ご ざ い ま す が 、「 テ レ ワ ー ク 推 進 事 業 」

か ら 「 河 川 災 害 復 旧 事 業 」 ま で の 2 6 事 業 に つ い て 、 約

2 8 億 4 , 6 6 5 万 円 を 令 和 ４ 年 度 に 繰 り 越 し ま し た の で 、

地 方 自 治 法 施 行 令 第 1 4 6 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す

る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、報 告 第 ４ 号  令 和 ３ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 事 故 繰

越 し 繰 越 計 算 書 で ご ざ い ま す が 、「 庁 内 用 品 管 理 事 務 」

及 び「 市 議 会 議 員 選 挙 費 」の ２ 事 業 に つ い て 、出 納 整 理

期 間 内 に 請 求 の 見 通 し が 立 た な い 約 1 2 万 円 を 令 和 ４ 年

度 に 繰 り 越 し ま し た の で 、 地 方 自 治 法 施 行 令 第 1 5 0 条

第 ３ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、報 告 第 ５ 号  令 和 ３ 年 度 小 城 市 下 水 道 事 業 繰 越

計 算 書 で ご ざ い ま す が 、資 本 的 支 出 の 建 設 改 良 費 に つ い

て 、 １ 億 5 , 4 4 0 万 円 を 令 和 ４ 年 度 に 繰 り 越 し ま し た の

で 、 地 方 公 営 企 業 法 第 2 6 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す

る も の で ご ざ い ま す 。  

 

以 上 、今 定 例 会 に 提 案 を い た し て お り ま す 議 案 に つ き

ま し て は 、そ の 概 要 を 御 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、御 審 議

の 上 、御 承 認 賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま し

て 、 提 案 理 由 の 御 説 明 と さ せ て い た だ き ま す 。  

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  


